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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,7570 3,7694 0,33% -3,27% 3,6374 4,1217

対円 JPY 28,72 28,72 0,00% 3,09% 30,08 26,68

対ユーロ BRL 4,2303 4,2252 -0,12% -3,28% 4,1646 4,6037

対ドル JPY 107,91 108,24 0,31% -0,29% 104,87 112,40

対ユーロ JPY 121,49 121,35 -0,12% -0,28% 118,71 127,50

Index 103.803 103.775 -0,03% 5,85% 106.650 87.536

bps 128,10 128,53 0,34% -21,77% 209,52 126,76

% 7,24 7,32 1,10% -7,33% 9,34 7,19

% 5,73 5,73 0,00% -5,22% 6,69 5,71

% 2,30325 2,29963 -0,16% -4,26% 2,8039 2,2885

Index 183,08 180,08 -1,64% 3,02% 189,68 168,26

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、米国の６月小売売上高が前月比＋０．４％（市場予想＋０．２％）と強めの結
果となりドル高レアル安で始まるが、６月鉱工業生産指数は前月比横ばい、６月輸入物価指数は前月比低
下、６月鉱工業生産も予想を下回り、相場も上下に方向感が定まらなかった。今回の経済指標の発表を受け
ても、年内の利下げに関する市場の織り込みは特段変化なく、現時点で年末までに０．２５ポイントの利下げが
３回程度織り込まれている状況だ。

また、昨日はダラス連銀のカプラン総裁は、「戦術的な調整は適切と成り得る」と発言、シカゴ連銀のエバンス
総裁は「年２回の利下げを支持する」と発言し、パウエルＦＲＢ議長もフランス中銀との夕食会で、「米国経済の
下方リスクを注視しており、景気拡大を支えるために適切に行動する」としており、「貿易をめぐる動向と世界経
済の面で、見通しに対する不確実性は増している」とコメントしている。

原油価格は米国とイランの緊張緩和の見通しから、１バレル６０ドル以下となっており、資源国通貨は全体的に
弱くなっている。ブラジル国内においても原油相場の下落を受けてペトロブラスの株価が下落しており、ボベス
パ指数の下落要因の一因となっている。そのため今月末のＣＯＰＯＭでのＳｅｌｉｃの０．２５～０．５０％の引き下
げ期待は依然として変わらず、引き続き月末までは外部要因を注視する時間帯が続きそうだ。


